


平成18年9月30日まで

※①　基礎控除後の年間総所得金額が、600万円（平成18年９月30日までは670万円）を超える世帯
※②　過去12カ月間に、一つの世帯での支給が４回以上あった場合の４回目以降の限度額

平成平成18年9月3030日まで�平成18年9月30日まで�

一　般�

上　位�
所得者�
※①�

住民税非�
課税世帯�

72,300円＋�
４回目以降※②�３回目まで�

医療費が241,000円を超
えた場合は、その超えた分の
１%を加算�

139,800円＋�

35,400円 24,600円

77,700円�

40,200円�

医療費が466,000円を超
えた場合は、その超えた分の
１%を加算

平成平成18年10月１日から�平成18年10月１日から�

一　般�

上　位�
所得者�
※①�

住民税非�
課税世帯�

80,100円＋�
４回目以降※②�３回目まで�

医療費が267,000円を超
えた場合は、その超えた分の
１%を加算

150,000円＋�

35,400円 24,600円

83,400円�

44,400円�

医療費が500,000円を超
えた場合は、その超えた分の
１%を加算

　急速に少子高齢化が進む中、安心して医療を受けられ
る保険制度を維持するため、平成18年10月１日から医療
保険が改正され、医療費の自己負担額などが変わります。�

　同じ人が同じ月内に、同一の医療機関に支払った自己負担額の合計が高額になった
場合、申請して認められると、自己負担限度額を超えた部分は、高額療養費として支給されます。�
　今回の改正で、70歳未満の方の限度額が、下表のとおり一部引き上げられます。�

高額療養費の自己負担限度額が変わります�

●70歳未満の方�

　
人
工
透
析
を
必
要
と
す
る
慢
性
腎
不
全

な
ど
、
高
額
な
治
療
を
長
期
間
継
続
し
て

行
う
必
要
が
あ
る
特
定
疾
病
の
場
合
の
１

カ
月
の
自
己
負
担
額
は
、
１
万
円
ま
で
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
人
工
透
析
を
必
要

と
す
る
上
位
所
得
者
に
つ
い
て
は
、
自
己

負
担
限
度
額
が
２
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。�

人
工
透
析
を
必
要
と
す
る

上
位
所
得
者
の
自
己
負
担

限
度
額
が
変
わ
り
ま
す�

出
産
育
児
一
時
金
が�

変
わ
り
ま
す�

平成18年10月1日から
上位所得者�
上 記 以 外�

20,000円�
10,000円�

10,000円�

平成18年9月30日まで

　
少
子
高
齢
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
被

保
険
者
が
出
産
（
妊
娠
４
ヶ
月
以
上
の
出

産
）
し
た
と
き
に
受
け
ら
れ
る
出
産
育
児

一
時
金
が
、
現
行
の
30
万
円
か
ら
35
万
円

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。�

１児につき�
300,000円�

平成18年10月1日から
１児につき�
350,000円�
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※現役並み所得者�
　同一世帯に課税所得が145万円以上の70歳以上の国保被保険者または老人保健で医療を受ける方。ただし、
70歳以上の国保被保険者の方および老人保健で医療を受ける方の収入の合計が、２人以上世帯の場合は520万
円未満、１人世帯の場合は383万円未満であると申請した場合は１割負担となります。また、70歳以上の国保
被保険者の方および老人保健で医療を受ける方の収入の合計が、２人以上世帯の場合は520万円以上621万円未
満、１人の場合は383万円以上484万円未満であると申請した場合には、高額療養費の自己負担限度額が一般（44,400

円）に据え置かれます。
※低所得者Ⅰ　�
　同一世帯の世帯主および国保被保険者（老人保健で医療を受ける方の場合は世帯全員）が、住民税非課税で
その世帯の各所得が必要経費・控除額（年金の所得は80万円を控除）を差引いたときに０になる方
※低所得者Ⅱ�
　同一世帯の世帯主および国保被保険者（老人保健で医療を受ける方の場合は世帯全員）が、住民税非課税の
方（低所得者Ⅰ以外の方）

平成平成18年9月3030日まで�平成18年9月30日まで�

一　般�

現役並み�
所 得 者�

低所得者Ⅱ�

低所得者Ⅰ�

72,300円＋�

外　来�
（個人単位）�

外来＋入院�
（世帯単位）�

医療費が361,500円を
超えた場合は、その超えた
分の１%を加算�
（４回目以降は40,200円）

12,000円�

40,200円�

8,000円�

40,200円�

24,600円�

15,000円�

一　般�

現役並み�
所 得 者�

低所得者Ⅱ�

低所得者Ⅰ�

80,100円＋�

外　来�
（個人単位）�

外来＋入院�
（世帯単位）�

医療費が267,000円を
超えた場合は、その超えた
分の１%を加算�
（４回目以降は44,400円）

12,000円�

44,400円�

8,000円�

44,400円�

24,600円�

15,000円�

平成平成18年10月１日から�平成18年10月１日から�

　同じ人が同じ月内に、医療機関に支払った自己負担額の合計が高額になった場合、申請して認められる
と、自己負担限度額を超えた部分は、高額療養費（老人保健は高額医療費）として支給されます。�
　70歳以上または老人保健で医療を受ける方の限度額が、下表のとおり一部引き上げられます。�

高額療養費（高額医療費）の自己負担限度額が変わります�

●70歳以上の方�

平成18年10月1日から�

3割負担�

平成18年9月30日まで

2割負担�

　
70
歳
以
上
の
国
保
被
保
険
者
ま
た
は
老

人
保
健
で
医
療
を
受
け
る
方
の
う
ち
、
現

役
並
み
の
所
得
が
あ
る
方
は
、
医
療
機
関

に
支
払
う
自
己
負
担
割
合
が
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。�

　
療
養
病
床
に
入
院
す
る
70
歳

以
上
の
方
は
、
こ
れ
ま
で
食
材

料
費
相
当
の
み
を
負
担
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
回
の
改
正
で
、

食
費
と
居
住
費
の
一
部
を
負
担

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

療
養
病
床
に
入

院
す
る
場
合
の
食

費
・
居
住
費
の
負

担
が
変
わ
り
ま
す�

現
役
並
み
の
所
得
が
あ
る

方
の
自
己
負
担
割
合
が
変

わ
り
ま
す�

現役並み所得者および一般�
低所得者Ⅱ�
低所得者Ⅰ�
老齢福祉年金受給者�

460円
210円
130円
100円

320円
320円
320円
  0円

１食当たり�
の食費�

１日当たり�
の居住費�

●食費・居住費の標準負担額（平成18年10月1日から）

�
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使
用
後
の
ス
ト
ロ
ー
を
、あ
な
た
な
ら�

何
色
の
袋
に
入
れ
ま
す
か
？�

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
は
全
て
資
源
ご
み
に
な
る
と�

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？�

勘
違
い
の
分
別
や
、汚
れ
た
ま
ま
の�

再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
今
、�

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

0 20 40 60 80 100%

その他

事業系

異　物

他素材

ＰＥＴ

汚　れ

プ　ラ

Ｈ18年�

Ｈ17年�

Ｈ16年�

Ｈ15年�

Ｈ14年�
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プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

（
灰
色
の
ご
み
袋
に
入
れ
る
ご

み
）
と
は
、
家
庭
か
ら
排
出
さ

れ
る
ご
み
の
う
ち
、
商
品
を
入

れ
た
り
、
包
ん
だ
り
す
る
の
に

使
わ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の

容
器
や
包
装
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。灰

色
の
ご
み
袋
の
中
身
は
、

定
期
的
に
品
質
評
価
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
今
年
７
月
に
行
わ

れ
た
検
査
で
は
、
鷹
栖
町
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
は
、

対
象
外
の
異
物
と
汚
れ
の
付
着

し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装

の
比
率
が
高
く
、「
著
し
く
分

別
基
準
か
ら
外
れ
て
お
り
、
再

商
品
化
に
相
当
の
支
障
を
き
た

す
」
と
い
う
評
価
で
し
た
。

こ
の
ま
ま
の
評
価
が
続
く
と

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の

受
け
入
れ
を
拒
否
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
拒
否
さ
れ
た

場
合
は
、
年
間
90
ト
ン
に
お
よ

ぶ
灰
色
の
ご
み
袋
を
埋
立
処
分

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま

す
。
そ
の
処
理
に
、
施
設
の
減

価
償
却
費
を
含
め
年
間
約
６
０

０
万
円
も
掛
か
り
ま
す
。
ま
た
、

埋
立
処
分
場
の
寿
命
も
短
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

埋
立
に
よ
る
処
分
費
用
の
増

加
、
環
境
へ
の
負
荷
を
考
え
る

と
、
そ
の
よ
う
な
状
況
は
避
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会

に
処
理
を
委
託
開
始
す
る
以
前

は
、「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
は

全
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
と
し

て
分
別
す
る
」
と
考
え
て
い
ま

し
た
が
、
今
は
違
い
ま
す
。
現

在
の
分
別
方
法
に
変
更
に
な
っ

た
こ
と
が
十
分
浸
透
し
て
い
な

く
、
今
も
対
象
外
の
お
も
ち
ゃ
類

な
ど
が
灰
色
の
ご
み
袋
に
混
入
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

紙
製
の
箱
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
の
ふ
た
が
つ
い
て
い
る
製
品

な
ど
、
ひ
と
つ
の
製
品
の
容
器

包
装
が
複
数
の
材
質
か
ら
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
判
断
に
迷
う
ご
み
が
多
い

の
も
事
実
。
そ
ん
な
と
き
に
注

目
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
が
、

「
プ
ラ
マ
ー
ク
」
で
す
。

灰
色
の
ご
み
袋
は
、

本
来
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
だ
け
入
っ
て

い
て
非
常
に
軽
い
の
で

す
が
、
持
つ
と
明
ら
か

に
異
物
の
入
っ
た
重
い

袋
が
あ
り
ま
す
。

資
源
と
し
て
再
商
品

化
事
業
者
へ
搬
出
す
る

際
に
、
ご
み
袋
ご
と
機

械
で
圧
縮
し
て
い
ま

す
。
そ
の
際
に
不
適
切

分別最前線で奮闘

リサイクルセンター現場の声

な
も
の
が
混
入
し
て
い

る
と
、
中
身
ご
と
圧
縮

さ
れ
て
辺
り
に
飛
び
散

り
ま
す
。
生
も
の
は
特

に
不
衛
生
で
す
。

他
に
も
、
刃
物
、
釣

り
針
、
割
れ
た
も
の
な

ど
危
険
物
が
違
う
ご
み

袋
に
混
入
し
て
い
て
、

怖
い
思
い
を
す
る
こ
と

が
よ
く
あ
り
ま
す
。

灰
色
の
ご
み
袋
が

泣
い
て
い
ま
す

再
確
認
・
正
し
い

分
別
方
法

灰色のごみ袋の異物混入比率（プラが正しい分別）



　プラスチック製容器包装は、資源として再商品化事業者へ
搬出されていますが、容器包装リサイクル協会では再商品化
事業者を入札により決定しているため、年度により再商品化
されるものが異なります。今年度は破砕・乾燥・熱分解処理
され、中質油などに再商品化されています。�

資源のゆくえ�資源のゆくえ�

中質油中質油�中質油�
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容
器
や
包
装
の
材
質
が
マ
ー

ク
に
添
え
て
表
示
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
参
考
に
し
て
、「
プ
ラ

マ
ー
ク
」
の
つ
い
て
い
な
い
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
は
、「
燃
や

せ
な
い
ご
み
」
と
し
て
黄
色
の

ご
み
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

灰
色
の
ご
み
袋
は
「
プ
ラ
マ
ー

ク
」
が
つ
い
て
い
る
も
の
を
入

れ
る
袋
で
す
。

ご
み
袋
に
入
れ
る
前
に
、
手

に
と
っ
た
ご
み
を
見
つ
め
て
ひ

と
呼
吸
。
マ
ー
ク
の
確
認
を
す

る
と
、
迷
わ
ず
簡
単
に
分
別
で

き
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で

は
、
分
別
収
集
し
た
ご
み
袋
を

複
数
ま
と
め
て
圧
縮
・
梱
包
し

て
、
俵
状
に
な
っ
て
再
処
理
事

業
者
に
搬
出
さ
れ
ま
す
。

再
処
理
事
業
者
は
容
器
包
装

リ
サ
イ
ク
ル
協
会
か
ら
委
託
を

受
け
、
品
質
評
価
を
行
っ
て
い

ま
す
。
外
観
の
汚
れ
、
容
器
包

装
の
汚
れ
、
異
物
混
入
比
率
な

ど
、
い
く
つ
か
の
受
け
入
れ
基

準
に
つ
い
て
、
総
合
的
に
判
断

さ
れ
ま
す
。
評
価
対
象
の
ご
み

袋
に
、
ラ
イ
タ
ー
な
ど
の
危
険

物
や
注
射
器
な
ど
の
医
療
廃
棄

物
が
ひ
と
つ
で
も
入
っ
て
い
る

と
、
他
が
完
璧
に
分
別
さ
れ
て

い
て
も
「
基
準
外
」
の
評
価
に
。

極
端
に
言
え
ば
、
ひ
と
り
の
不

注
意
に
よ
る
混
入
で
、
全
町
民

の
分
別
努
力
が
水
の
泡
と
な
っ

て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

10
月
中
に
再
検
査
が
行
わ
れ

る
予
定
で
す
が
、
品
質
基
準
を

上
回
る
分
別
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
必

要
で
す
。
こ
の
機
会
に
ま
ち
の

ご
み
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、

ま
ず
は
灰
色
の
ご
み
袋
の
「
異

物
混
入
比
率
ゼ
ロ
」
を
目
標
に
、

徹
底
し
た
分
別
の
取
り
組
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

め
ざ
せ

異
物
混
入
比
率「
ゼ
ロ
」

①対象外のペットボトル、危険物のかみそり、洗
っていないパックなどが混入した、典型的「基
準外」のごみ。プラスチックのパックは軽く水
ですすぐだけで、大部分の汚れが落ちます。

②７月の検査で混入が多く見られたストローは、
新品同様にきれいであっても「燃やせないごみ」
です。

③プラスチック製のおもちゃ、コンビニでよくも
らうスプーン、フォークも「容器包装」ではな
いので要注意です。「プラマーク」の確認を!!

※ただし、マークのついていないもので、ラップ、ネット、
など、商品を包装するプラスチックは灰色のゴミ袋で可。

321
かみそり

ペットボトル

洗っていないパック

※



　皆さんがいつでも安全できれいな水を利用できるよ

う、水質検査を定期的に行っています。�

　主なものを、水道法で定めている基準値と比較掲載

していますが、各項目とも正常な値です。また、その

他項目についても問題ありませんでした。�

　今後とも、安全できれいな水の供給に努め、経営の

効率化を進めていきますので、皆さんのご協力をお願

いします。�

項目名�
一般細菌�
大腸菌群�
塩化物イオン�
ｐ Ｈ 値 �
味�

臭 気 �
色 度 �
濁 度 �

基準値
100/P以下
検出されないこと
200M/R以下
5.8以上8.6以下
異常でないこと
異常でないこと
5度以下
2度以下�

平均値
0

0

5.6

7.3

異常なし
異常なし
0.5未満
0.1未満�

  ９月の定例議会において、平成17年度水道事業会

計の決算が承認されました。収益的収支・資本的収

支は、グラフのとおりとなっています。収益的収支

については約151万円の黒字となり、累積欠損金は

約9,660万円となっています。

　  平成17年度の料金収入は、前年度と比べると約

80万円の増となっています。

　また、有収水量（水道による給水量のうち、一部

の漏水などを除いた、料金収入のある水量）におい

ても約63万K（総合体育館約12杯分）と、前年度よ

り約5,000Kの増加となっています。�

平成平成１７年度　年度　水道事業会計決算状況水道事業会計決算状況�
※平成※平成1717年度一般会計年度一般会計および特別会計特別会計の決算状況の決算状況は、1212月号でお知らせします�
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K

612.92
K
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K
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K

631.48
K

（年）�

【有収水量の推移】�

有
収
水
量（
千
„
）�

収 益 的 収 支 �
【収入】合計 2億1,217万円�

【支出】合計 2億1,066万円�
資 本 的 収 支 �

【収入】合計 1億7,014万円�

【支出】合計 1億7,014万円�

※収益的収支とは、経営活動に伴い発生し
た当年度の水道事業の収支です。�

※資本的収支とは、将来の経営活動に備え
て行う建設改良事業などの収支です。�

水道料金水道料金
1億4,2134,213万円万円

他会計補助金他会計補助金
5,6945,694万円万円

水処理水処理負担金担金
4,7944,794万円万円

借入金利息借入金利息
4,8674,867万円万円

減価償却費減価償却費
8,7858,785万円万円

維持管理維持管理・運営費運営費
2,6202,620万円万円

その他の収入収入
1,3101,310万円万円

水道料金
1億4,213万円

他会計補助金
5,694万円

水処理負担金
4,794万円

借入金利息
4,867万円

減価償却費
8,785万円

維持管理・運営費
2,620万円

その他の収入
1,310万円

国からの借入金借入金
3,2903,290万円万円

補償金補償金
637637万円万円

その他収入他収入
2,4192,419万円万円

損益留保資金損益留保資金
1億668668万円万円

布設工事等費用布設工事等費用
7,0627,062万円万円

借入元金借入元金の返済返済
9,9529,952万円万円

国からの借入金
3,290万円

補償金
637万円

その他収入
2,419万円

損益留保資金
1億668万円

布設工事等費用
7,062万円

借入元金の返済
9,952万円

気に気になる�
水道水の水道水の�
水質水質は？�

気になる�
水道水の�
水質は？�

�

※�

※月1回検査した結果の平均値�

2006 10

6



平成１７年度　水道事業会計決算状況�
※平成17年度一般会計および特別会計の決算状況は、12月号でお知らせします�

595.83
K

612.92
K

620.39
K

626.65
K

631.48
K

水道料金
1億4,213万円

他会計補助金
5,694万円

水処理負担金
4,794万円

借入金利息
4,867万円

減価償却費
8,785万円

維持管理・運営費
2,620万円
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1,310万円
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3,290万円
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その他収入
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主催／「福祉のつどい2006」実行委員会　　共催／鷹栖町社会福祉協議会　　後援／鷹栖町

鷹栖・北野保育園、たかす円山幼稚園、鷹栖小学校、�
北野小学校、鷹栖中学校、鷹栖高校、鷹栖養護学校、�
柏の里デイセンター、鷹栖共生会アンサンブル�

昼食の申し込み、お問い合わせは�
鷹栖町社会福祉協議会事務局まで�
電話 87－4451

実践発表団体�

開　会　式　　　　　９：30～
講　　　演　　　　　９：50～
展示・体験コーナー　11：35～
ビデオ上映
昼 食 休 憩　　　
実践発表会　　　　　12：45～
芸能交流会　　　　　14：30～
閉　会　式　　　　　16：00～

　今年の福祉のつどいは、播本雅津子さんによる特
別講演、ボランティア団体などの活動パネル展示や
福祉機器の展示、ボランティアなど福祉活動の実践
発表など、内容盛りだくさんです。�
　皆さん、お誘い合わせの上ご来場ください。�

と　き／10月20日（金）�
ところ／たかすメロディーホール�

婦人ボランティアクラブ手づくりの�
昼食をご用意します。�
事前に申し込みが必要です。�

特別講演�訪問声掛け講座（仮称）�
名寄市立大学保健福祉学部看護学科助教授�

播本雅津子さん�
はり� もと� か� ず� こ�

いつまでも安心して地域で

生活するためには、地域の

方々の結びつきがより一層

重要となってきます。見守

り、安否確認の大切さを知

っていただくとともに、訪

問の際に感じた疑問・悩み

を一緒に解決しましょう。�

鷹
栖
町
で
農
業
に
従
事
し

て
い
る
若
い
奥
さ
ん
方
の
会

「
デ
メ
テ
ル
（
Ｄ
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ｔ

Ｅ
Ｒ
）」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

会
員
の
多
く
は
鷹
栖
に
嫁
い

で
来
ら
れ
、
生
活
習
慣
の
違

い
や
慣
れ
な
い
農
作
業
、
子

育
て
に
追
わ
れ
る
日
々
を
過

ご
さ
れ
、
悩
み
や
戸
惑
い
を

打
ち
明
け
合
え
る
友
人
は
遠

く
、
ご
主
人
や
ご
家
族
の
優

し
さ
は
あ
っ
て
も
、
時
に
は

寂
し
さ
を
か
み
締
め
る
日
も

あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

「
農
家
の
お
嫁
さ
ん
も
仲

間
を
つ
く
り
、
お
し
ゃ
べ
り

し
た
り
、
お
い
し
い
も
の
を

作
っ
た
り
、
農
業
に
つ
い
て

の
知
識
を
深
め
農
業
経
営
者

の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
成
長

し
た
い
」
と
、
あ
い
さ
つ
に

来
ら
れ
た
正
・
副
会
長
の
上

西
さ
ん
と
本
谷
さ
ん
が
、
抱

負
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
女
性
が
元
気
で
輝
け
ば
、

地
域
が
変
わ
り
ま
す
」

「
デ
メ
テ
ル
」
と
は
、
ギ

リ
シ
ャ
語
で
「
大
地
の
女
神
、

五
穀
豊
穣
の
女
神
」
の
意
味

だ
そ
う
で
す
。
若
々
し
い
価

値
観
や
き
め
細
や
か
で
優
し

い
心
遣
い
が
、
人
口
が
減
少

し
、
高
齢
化
が
進
む
農
業
地

区
に
元
気
を
取
り
戻
す
と
と

も
に
、
新
た
な
米
生
産
調
整

や
所
得
安
定
対
策
な
ど
農
業

の
改
革
期
に
あ
っ
て
、
こ
れ

か
ら
の
農
業
発
展
の
原
動
力

に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

鷹
栖
町
長
　
佐
藤
　
節
雄

「
女
性
が
輝
く
ま
ち
に
」
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　９月16日、町教育委員会による事業「どろんこ
kids」の農業体験の一環として稲刈りが藤澤孝夫
さんの田んぼで行われ、小学生とその父母35名が
稲刈りに汗を流しました。
　今回の体験は題して「実りの秋！大収穫」。稲
は春先に子どもたちの手で植えたものです。子ど
もたちは、「こんなにたくさんお米ができて、全
部刈り取れないよ。」と言いながらも、鎌を片手
に真剣に作業。１時間ほどで予定量を刈り取り、
誇らしげな表情を見せていました。

子で仲良く稲刈りに挑戦�親�どろんこKids事業�

　鷹栖中学校の学校祭が９月10日に行われ、生徒
の保護者など約300人が来場しました。
　各教室では楽市楽座と銘打った模擬店が開かれ、
昭和の祭りをイメージして駄菓子の販売や射的を
企画したクラスや、今話題のメイド喫茶風の模擬
店を企画したクラスなど、それぞれに工夫が凝ら
され盛況の様子でした。
　鷹中祭の目玉となっている３年生全員による鷹
中ソーランは、一人ひとり息の合った躍動的な踊
りに観客は釘付け、アンコールが起こるほどの盛
り上がりを見せました。

とばしる情熱を発信�ほ�鷹栖中学校学校祭�

　住民参加のまちづくりを進めるため、住民と行

政がまちづくりに関する情報を共有しようと、町

が主催する「まちづくりゼミナール」が９月５日、

サンホールはぴねすで行われました。

　第１回目の講座は保健・福祉分野としてＮＰＯ

法人シーズネット代表の岩見太市さんを講師に迎

えて開催。岩見さんはこの日集まった町民、役場

職員など90人を前に、厳しい今の時代を豊かに生

きるために病院や介護施設、行政からの依存を脱

することが必要ではないかと語り掛けました。ま

た、今後の社会は人間関係が一層重要になってく

ること、一人ひとりが生きがいを持って、ときに

は地域で支えあえる社会を目指していくことが重

要であると力説。時折ユーモアを交えた軽快な話

し振りに、参加者は引き込まれるように聞き入り

ました。

涯元気の源は「生きがい」�生�まちづくりゼミナール�

�
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　鷹栖盆栽会による盆栽展が９月９日と10日、鷹

栖地区公民館で開かれ、会員の盆栽を一目見よう

と網走市や札幌市など全道各地から愛好家などお

よそ100人が会場を訪れました。

　今年は同会設立20周年記念ということもあり、

会員それぞれ棚一番の作品を持ち寄り、イチイや

真柏、赤蝦夷松など23点が展示されました。会員

は「自然を凝縮した世界観が盆栽の魅力。多くの

人にその世界観を味わってほしい。」と話し、来

場者と盆栽談義に花を咲かせていました。�

然と悠久の営みを凝縮�自�鷹栖盆栽会設立二十周年記念盆栽展�

　９月23日、鷹栖町総合体育館にて、日本空手道

拳聖連盟北武拳主催による「2006北武チャレンジ

空手大会」が開催されました。町内で活動する北

武拳鷹栖本部などに所属する、小学校１年生から

中学校１年生まで26人が出場しました。

　この大会は主催者の配慮で、試合会場を囲む形

で父母らが応援。「押せ押せ」「けりを使って」と

声援を送っていました。

　低学年の子どもたちも小さな体で豪快な技の応

酬を繰り広げ、会場に打撃音を響かせていました。

快な空手に声援�豪�北武拳鷹栖支部空手大会�

　敬老の日（９月18日）、老人会主催による第34

回長生き感謝祭が催されました。日ごろお世話

になっている人と長生きに感謝しようというこ

の催し、町総合体育館には600人以上が来場。

　今年は２人が百歳、３人が白寿、23人が米寿

を迎え、それぞれに記念品が渡されました。

　芸能交流会では、会員が寸劇や詩吟、フォー

クダンスなどを披露。また、園児や鷹栖中吹奏

楽部の特別出演に、観客は目を細めていました。

生き万歳。まだまだ元気！�長�老人会長生き感謝祭�

　知的障害者更生施設「大雪の園」で９月５日、

旭川出身の女性二人組「rough（ラフ）」によるミ

ニコンサートが行われました。小柴守園長が偶然

２人の歌を聞いたことがきっかけとなり、利用者

にもぜひ聞かせたいと今回の訪問となりました。

　この日、土曜朝のテレビ番組企画のコンテスト（秋

のめざうたコンペ）にエントリーした「心の花」

を含む７曲を披露。大雪の園、柏の里デイセンタ

ーの利用者や地域の住民約70人が二人のハーモニ

ーに耳を傾けました。

くハーモニーにうっとり�響�大雪の園に女性デュオ訪問�

9



鷹栖中吹奏楽部員と一緒に演奏する吉田さん

よし� だ� みのる�

吉 田　稔 さん�

�

Introducing in May...

（北野東２条１丁目）�

鷹栖にジャズを広める会　代表�

ジャズに魅せられて４０年�
その魅力を伝えたくて�
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文
化
の
秋
の
深
ま
り
を
感
じ

る
10
月
。
ジ
ャ
ズ
の
魅
力
を
広

く
町
内
に
伝
え
よ
う
と
、
有
志

で
「
鷹
栖
に
ジ
ャ
ズ
を
広
め
る

会
」
を
結
成
し
、
代
表
を
務
め

る
吉
田
稔
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま

す
。50

年
代
か
ら
60
年
代
の
ジ
ャ

ズ
を
愛
聴
し
、
ま
た
ア
ル
ト
サ

ッ
ク
ス
奏
者
と
し
て
演
奏
を
楽

し
ん
で
い
る
吉
田
さ
ん
。
20
代

の
時
に
友
人
の
誘
い
で
ジ
ャ
ズ

バ
ン
ド
に
入
り
ま
し
た
。
高
校

の
と
き
所
属
し
た
吹
奏
楽
部
で

フ
ル
ー
ト
の
経
験
は
あ
り
ま
し

た
が
、「
ジ
ャ
ズ
は
フ
ル
ー
ト

じ
ゃ
な
く
、
サ
ッ
ク
ス
だ
」
と

言
わ
れ
、
サ
ッ
ク
ス
の
担
当
に
。

当
初
サ
ッ
ク
ス
は
ほ
と
ん
ど
演

奏
で
き
な
い
状
態
で
ス
テ
ー
ジ

に
立
ち
ま
し
た
。「
当
時
、
腕

は
と
も
か
く
度
胸
は
よ
か
っ
た

ん
だ
。
さ
ん
ろ
く
街
で
演
奏
を

続
け
て
い
く
う
ち
、
ど
ん
ど
ん

ジ
ャ
ズ
に
の
め
り
込
ん
だ
よ
」

と
振
り
返
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

仕
事
の
都
合
で
30
年
ほ
ど
演

奏
活
動
を
休
止
し
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
間
も
レ
コ
ー
ド
を
聞

い
た
り
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
足
を

運
ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
。
５

年
前
、
退
職
を
き
っ
か
け
に
旧

知
の
仲
間
に
誘
わ
れ
、
サ
ッ
ク

ス
の
演
奏
を
再
開
。
現
在
は
旭

川
市
内
を
中
心
に
演
奏
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
所
属
す
る
ジ

ャ
ズ
バ
ン
ド
「
ス
イ
ン
グ
メ
ッ

セ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
」
で
は
毎
年
、
旭
川
市
公
会

堂
で
大
観
衆
を
前
に
熱
演
を
披

露
し
て
い
ま
す
。

レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
、
得
意
の

ジ
ャ
ズ
の
ほ
か
ラ
テ
ン
、
ポ
ッ

プ
ス
、
演
歌
な
ど
２
０
０
曲
以

上
。
時
に
は
歌
謡
教
室
の
バ
ッ

ク
バ
ン
ド
、
結
婚
式
場
な
ど
で

演
奏
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
気
の
合
う
仲
間
た
ち
と
集

ま
っ
て
、
即
興
を
交
え
な
が
ら

好
き
な
よ
う
に
演
奏
で
き
る
の

が
、
ジ
ャ
ズ
の
一
番
の
魅
力
か

な
」
と
話
す
吉
田
さ
ん
。
今
年

6
月
に
は
、
鷹
栖
中
学
校
で
生

徒
に
ジ
ャ
ズ
に
触
れ
て
も
ら
お

う
と
「
お
昼
の
演
奏
会
」
と
題

し
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
サ
ッ
ク

ス
の
音
色
を
響
か
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
よ
り
多
く
の
町
民

に
ジ
ャ
ズ
を
身
近
な
音
楽
と
し

て
聴
い
て
も
ら
お
う
と
「
鷹
栖

に
ジ
ャ
ズ
を
広
め
る
会
」
で
は
、

10
月
28
日
に
メ
ロ
デ
ィ
ー
ホ
ー

ル
で
プ
ロ
の
ジ
ャ
ズ
演
奏
家
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
「M

's

エ
ム
ズ

H
all

ホ
ー
ル

L
ive

ラ
イ
ブ

in イ
ンT

akasu

タ

カ

ス

」
を
企
画
し

て
い
ま
す
。

「
誰
も
が
ど
こ
か
で
聞
い
た

こ
と
の
あ
る
曲
を
ジ
ャ
ズ
風
に

ア
レ
ン
ジ
し
て
み
た
り
、
ジ
ャ

ズ
の
豆
知
識
を
交
え
た
楽
し
い

話
で
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
す
。

今
回
の
企
画
が
好
評
だ
っ
た
ら

今
度
は
会
員
た
ち
で
演
奏
す
る

な
ど
、
さ
ら
に
い
ろ
い
ろ
と
企

画
し
た
い
」
と
吉
田
さ
ん
自
身

コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
み
に
し
な

が
ら
も
、
さ
ら
な
る
企
画
へ
の

意
欲
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

M's（佐山雅弘トリ
オ〈マサちゃんズ〉）
は…親しみのある曲を
遊び心満点で届けて
くれる、全ての音楽フ
ァンを魅了するジャ
ズ・グループです。
詳しくは本号の折り
込みチラシをご覧く
ださい。

エムズ



釧
路
で
生
ま
れ
、
太
平
洋
と
阿
寒
連

峰
を
望
み
な
が
ら
霧
の
中
で
育
っ
た
私

た
ち
に
と
っ
て
、
農
作
業
は
未
知
の
世

界
で
す
。
中
で
も
稲
作
は
、
今
回
の

「
ど
ろ
ん
こ
ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
」
が
人
生
初
の

体
験
と
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
も
い
い
経
験
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
た
だ
、
私
自
身
が
現
在
単
身
赴

任
中
で
あ
り
、
行
事
の
全
部
に
参
加
で

き
な
か
っ
た
こ
と
が
残
念
で
す
。

子
ど
も
た
ち
に
は
、
私
が
釧
路
で
は

経
験
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
、
こ
こ
の

自
然
の
中
で
少
し
で
も
多
く
体
験
さ
せ

て
や
り
た
い
と
考
え
、
今
回
参
加
し
ま

し
た
。
家
の
中
で
ゲ
ー
ム
に
没
頭
す
る

子
ど
も
た
ち
を
、
い
か
に
し
て
外
へ
連

れ
出
す
か
が
今
後
の
私
の
課
題
で
し
ょ

う
か
。

ゲ
ー
ム
に
没
頭
す
る
子
ど
も
た
ち
に

も
言
い
分
は
あ
る
よ
う
で
す
。
子
ど
も

の
言
い
分
は
で
き
る
だ
け
聴
い
て
、
頭

ご
な
し
に
怒
ら
な
い
よ
う
気
を
つ
け
て

い
ま
す
が
…
難
し
い
で
す
ね
。
私
の
子

供
時
代
は
頭
に
「
拳
骨

げ
ん
こ
つ

」
を
も
ら
う
の

が
当
然
で
し
た
が
、
上
の
子
が
生
ま
れ

た
病
院
の
先
生
に
「
頭
は
叩
い
て
は
い

け
な
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
産う

ぶ

着ぎ

に

く
る
ま
れ
た
我
が
子
を
見
て
、
こ
の
子

を
「
叩
く
」
な
ど
そ
の
時
は
思
い
も
し

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
や
は
り
そ
の
時
は

き
ま
し
た
。
苦
慮
し
た
結
果
、
足
の
裏

を
平
手
で
叩
き
ま
し
た
。
多
少
強
く
叩

い
て
も
そ
こ
は
足
の
裏
、
足
裏
マ
ッ
サ

ー
ジ
よ
り
は
痛
く
な
い
は
ず
…
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を

考
え
、
鷹
栖
に
家
を
構
え
ま
し
た
。
鷹

栖
の
自
然
に
触
れ
、
時
に
は
釧
路
で
海

に
も
触
れ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
は
、
た

く
ま
し
く
豊
か
な
心
を
持
っ
た
大
人
に

成
長
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

我
が
家
の
自
慢
は
、
嵐
山
の
ふ
も
と

と
い
う
自
然
環
境
。
旭
川
に
住
む
友
人

な
ど
か
ら
「
緑
が
多
く
自
然
に
囲
ま
れ

て
い
い
環
境
だ
ね
」
と
う
ら
や
ま
し
が

ら
れ
て
い
ま
す
。

４
歳
の
娘
と
１
歳
の
息
子
に
は
、
ミ

ニ
ト
マ
ト
な
ど
を
家
庭
菜
園
で
な
っ
て

い
る
状
態
で
食
べ
さ
せ
た
り
も
し
て
い

て
い
ま
す
。
と
れ
た
て
の
味
を
経
験
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
て
、
食
育
に
も
い
い

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

外
で
遊
ば
せ
る
時
は
、
車
や
不
審
者

な
ど
に
気
を
つ
け
る
よ
う
教
え
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
以
外
は
子
ど
も
た
ち
の
自

由
。
用
水
路
に
も
〝
危
な
い
か
ら
近
づ

か
せ
な
い
〞
の
で
は
な
く
、
回
り
の
草

を
刈
っ
て
見
通
し
を
良
く
し
て
、
自
分

の
力
で
危
険
を
察
知
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
落
ち
て
濡
れ
ち
ゃ
う
の
は

し
ょ
う
が
な
い
ぐ
ら
い
の
気
持
ち
を
持

っ
て
、
た
く
ま
し
さ
が
身
に
つ
く
よ
う

見
守
っ
て
い
ま
す
。

一
本
の
木
の
葉
っ
ぱ
も
一
色
で
は
な

く
、
い
ろ
い
ろ
な
緑
が
見
ら
れ
ま
す
。

四
季
折
々
で
山
の
表
情
も
さ
ま
ざ
ま
。

豊
か
な
自
然
か
ら
色
使
い
を
学
ん
で
く

れ
た
お
か
げ
か
、
娘
が
旭
山
動
物
園
児

童
動
物
画
コ
ン
ク
ー
ル
で
北
海
道
新
聞

旭
川
支
社
長
賞
を
受
賞
し
て
く
れ
ま
し

た
。
家
で
も
毎
日
絵
を
描
い
て
、
私
に

見
せ
て
く
れ
て
、
親
と
し
て
は
将
来
は

芸
術
的
な
方
面
に
？
と
期
待
し
て
し
ま

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
小
学
校
の
入
学
を
控
え
、

通
学
が
遠
く
て
送
り
迎
え
の
心
配
や
、

近
所
に
子
ど
も
が
少
な
い
こ
と
へ
の
不

安
も
あ
り
ま
す
が
…
。
人
・
動
物
・
環

境
に
優
し
い
心
を
持
っ
て
、
元
気
に
育

っ
て
く
れ
た
ら
な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

～自然の中で豊かな心を～
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教育委員会のページ�

特　集�

鷹栖高等学校�
～訪問介護員３級養成講座の意義～�

鷹
栖
高
校
で
は
「
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
学
校

づ
く
り
」
と
、「
豊
か
な
人
間
性
を
持
っ
た
生
徒
の
育
成
」
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
実
施
し
て

い
る
訪
問
介
護
員
３
級
養
成
講
座
。
今
回
は
、
こ
の
講
座
を
受

講
し
て
い
る
生
徒
の
声
を
交
え
、
鷹
栖
高
校
の
特
色
あ
る
教
育

活
動
の
一
端
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

2006 10
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【
恵
ま
れ
た
学
習
環
境
】

鷹
栖
高
校
は
普
通
科
一
間

口
、
全
校
生
徒
百
人
ち
ょ
っ
と

の
小
さ
な
学
校
で
す
。
本
校
に

入
学
し
て
く
る
生
徒
の
興
味
・

関
心
は
多
様
で
は
あ
り
ま
す

が
、
そ
こ
は
小
規
模
校
な
ら
で

は
の
柔
軟
さ
と
一
人
ひ
と
り
の

個
性
や
特
性
に
応
じ
た
教
育
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

平
成
14
年
に
「
鷹
栖
高
校
を

考
え
る
会
（
現
鷹
栖
高
校
振
興

会
）」
の
賛
同
で
訪
問
介
護
員

３
級
養
成
講
座
の
開
講
が
実

現
。
資
格
取
得
者
は
こ
れ
ま
で

の
４
年
間
で
、
１
５
２
人
を
数

え
、
今
年
も
一
年
生
38
人
が
資

格
取
得
に
向
け
、
講
座
を
受
講

し
て
い
ま
す
。
本
校
の
近
く
に

は
多
く
の
福
祉
施
設
が
あ
り
、

福
祉
の
現
場
を
間
近
で
学
べ
る

恵
ま
れ
た
地
域
環
境
と
、
町
や

福
祉
関
係
団
体
の
全
面
的
な
協

力
体
制
が
、
充
実
し
た
学
習
の

基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
地
域
全
体
で
学
習
支
援
】

講
座
の
内
容
は
「
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
概
論
」
や
「
介

護
概
論
」、「
医
療
の
基
礎
知
識
」

と
い
っ
た
、
介
護
の
基
本
知
識

を
学
ぶ
講
義
を
31
時
間
、
そ
の

後
「
介
護
技
術
入
門
」
や
「
ホ

ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の
理

解
」
と
い
う
演
習
を
17
時
間
、

サ
ン
ホ
ー
ル
は
ぴ
ね
す
で
受
け

ま
す
。
さ
ら
に
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
鷹
栖
さ
つ
き
苑
や
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ご
み
の
家
な

ど
の
協
力
を
得
て
「
在
宅
サ
ー

ビ
ス
提
供
現
場
見
学
」
を
10
時

間
行
い
ま
す
。
全
て
の
講
座
修

了
後
、
１
月
の
修
了
式
で
資
格

の
認
定
を
受
け
ま
す
。

こ
の
間
、
講
師
は
役
場
や
社

会
福
祉
協
議
会
、
知
的
障
害
者

更
生
施
設
「
大
雪
の
園
」、
鷹
栖

さ
つ
き
苑
の
職
員
の
方
た
ち
に

担
当
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

【
教
養
と
し
て
の
福
祉
】

訪
問
介
護
員
３
級
は
訪
問
介

護
に
お
い
て
身
体
介
護
を
伴
わ

な
い
家
事
援
助
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
介
護
福
祉
の
基

礎
と
な
る
資
格
で
す
。
本
校
は

福
祉
の
専
門
学
校
で
は
な
い
の

◆
私
は
、
将
来
介
護
福
祉
の
道

へ
進
み
た
い
と
考
え
て
い
た
の

で
、
こ
の
学
校
で
３
級
の
勉
強

が
で
き
た
こ
と
は
と
て
も
良
か

っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
卒
業

後
は
、
さ
ら
に
上
の
資
格
取
得

を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

（
３
年
女
子
）

◆
私
は
介
護
の
道
へ
は
進
ま
な

い
け
ど
、
こ
の
講
座
の
中
で
車

い
す
の
扱
い
方
や
食
事
介
助
の

方
法
を
実
際
に
体
験
で
き
た
こ

と
は
、
将
来
の
た
め
に
も
良
か

っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

で
も
、
講
義
は
辛
か
っ
た
。

特
に
４
時
間
連
続
の
講
義
の
と

き
は
、
集
中
を
続
け
る
の
に
大

変
で
し
た
。

（
３
年
女
子
）

◆
教
科
書
も
分
厚
く
て
、
一
回

の
講
義
で
た
く
さ
ん
の
説
明
を

受
け
る
の
で
、
ど
こ
の
説
明
を

し
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
く
な

る
こ
と
も
あ
っ
た
し
、
大
変
だ

っ
た
な
ぁ
。
で
も
、
演
習
や
実

習
は
、
本
当
に
た
め
に
な
っ
た

と
思
う
。

（
３
年
女
子
）

◆
僕
は
、
将
来
介
護
の
道
へ
進

み
た
い
と
中
学
校
の
と
き
か
ら

考
え
て
い
た
の
で
、
鷹
栖
高
校

が
ヘ
ル
パ
ー
３
級
の
資
格
を
取

れ
る
と
聞
い
て
入
学
し
て
き
ま

し
た
。
去
年
学
ん
だ
こ
と
を
生

か
し
て
、
こ
れ
か
ら
２
級
取
得

に
向
け
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
２
年
男
子
）



「
虫
取
り
少
年
」鷹

栖
高
校
教
諭

横
　
野
　
　
　
泉

今
日
も
我
が
家
の
末
っ
子

は
、
虫
か
ご
を
斜
め
に
肩
が
け

に
し
、
虫
取
り
網
を
勇
ま
し
く

握
り
し
め
て
出
か
け
て
い
く
。

自
分
の
子
ど
も
時
代
は
よ
く
見

た
姿
。
け
れ
ど
も
、
最
近
は

「
虫
取
り
少
年
」
の
姿
を
見
る

機
会
が
め
っ
き
り
減
っ
た
。
間

違
い
な
く
そ
の
存
在
は
、
絶
滅

危き

惧ぐ

種
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

ど
ん
な
に
虫
好
き
で
も
、
近

所
の
空
き
地
や
公
園
で
出
会
え

る
虫
の
種
類
は
限
ら
れ
て
い

る
。
飼
育
箱
の
中
に
は
、
お
盆

に
買
っ
て
も
ら
っ
た
ク
ワ
ガ
タ

が
何
匹
か
い
て
、
そ
れ
が
今
の

と
こ
ろ
「
虫
取
り
少
年
」
の
唯

一
の
自
慢
だ
と
い
う
の
は
、
ち

ょ
っ
ぴ
り
悲
し
い
現
実
だ
。

私
の
子
供
時
代
は
何
と
も
贅ぜ

い

沢た
く

な
環
境
だ
っ
た
。
自
宅
近
く

に
も
昆
虫
や
小
動
物
が
わ
ん
さ

か
と
い
た
。
松
の
根
元
を
掘
り

起
こ
し
た
ら
コ
ロ
コ
ロ
と
出
て

き
た
乳
白
色
の
幼
虫
の
美
し
さ

は
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

「
虫
好
き
っ
子
」
に
と
っ
て
は
、

ま
さ
に
楽
園
な
の
か
と
思
う
一

方
で
、
ど
れ
ほ
ど
の
子
供
た
ち

が
そ
う
思
う
の
だ
ろ
う
か
と
、

考
え
さ
せ
ら
れ
た
り
も
す
る
。

最
近
は
小
学
校
の
授
業
で
年

に
一
度
は
「
虫
の
観
察
」
な
る

も
の
が
あ
っ
て
、
そ
の
日
は
ク

ラ
ス
全
員
が
、
虫
網
と
虫
か
ご

を
装
備
し
て
出
か
け
て
い
く
。

小
学
校
も
「
虫
取
り
少
年
少
女
」

の
種
の
保
存
に
尽
力
し
て
い
る

の
か
。
気
に
な
る
探
検
先
は
と

い
う
と
、「
学
校
の
築
山
」
と

い
う
答
え
が
返
っ
て
き
た
。
意

外
に
身
近
だ
。
で
も
、
彼
の
調

査
に
よ
る
と
エ
ン
マ
コ
オ
ロ
ギ

が
生
息
し
て
い
る
ら
し
い
。

そ
う
い
え
ば
、
高
校
の
廊
下

で
は
、
ど
こ
か
ら
入
っ
て
く
る

の
か
コ
オ
ロ
ギ
が
楽
し
そ
う
に

遊
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
る
。
で

も
、
そ
の
こ
と
は
我
が
家
の

「
虫
取
り
少
年
」
に
は
内
緒
だ
。

虫
網
を
構
え
て
、
廊
下
を
駆
け

回
ら
れ
て
は
困
る
か
ら
。
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で
、
全
員
が
専
門
職
と
し
て
福

祉
関
係
の
道
に
進
み
た
い
と
希

望
し
て
入
学
し
て
き
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、

21
世
紀
の
課
題
で
あ
る
福
祉
の

基
礎
を
教
養
と
し
て
全
員
に
学

ば
せ
る
こ
と
は
意
義
深
い
こ
と

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
実

際
、
こ
の
講
座
を
修
了
し
、
３

級
の
資
格
を
得
た
生
徒
た
ち

は
、
就
職
あ
る
い
は
進
学
す
る

に
し
て
も
将
来
の
選
択
肢
が
広

が
っ
た
と
い
う
こ
と
も
含
め
、

色
々
と
考
え
る
こ
と
が
多
い
よ

う
で
す
。

【
講
座
の
産
物
】

訪
問
介
護
員
３
級
養
成
講
座

の
受
講
を
き
っ
か
け
に
卒
業

後
、
福
祉
関
係
の
道
に
進
む
生

徒
も
い
ま
す
。
こ
の
講
座
を
受

け
て
卒
業
し
た
生
徒
の
う
ち
２

人
が
介
護
福
祉
に
携
わ
る
た
め

に
進
学
。
現
在
、
３
年
生
の
５

人
が
福
祉
関
係
へ
の
進
学
や
就

職
を
目
指
し
て
奮
闘
中
で
す
。

ま
た
、
２
年
生
は
今
の
と
こ
ろ

６
人
が
福
祉
関
係
の
進
路
を
希

望
し
て
い
ま
す
。

今
年
５
年
目
を
迎
え
た
養
成

講
座
、
こ
の
学
習
を
通
し
て
生

徒
た
ち
は
自
己
理
解
と
と
も
に

他
者
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
が
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
へ
の
関
心
の
高
ま
り
」
や

「
進
路
に
つ
い
て
の
意
識
の
向

上
」
な
ど
、
学
校
生
活
の
上
で

も
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
学
校
と
し
て

生
徒
の
進
路
実
現
を
支
援
す
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
何

よ
り
も
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が

生
き
生
き
と
学
校
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
が

一
番
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
本
校
の
生
徒
が
訪
問
介
護

員
３
級
資
格
取
得
を
一
つ
の
き

っ
か
け
と
し
て
、
自
信
を
持
っ

て
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

私が福祉の仕事に興味を持ったのは高校を卒業
してからでした。介護ヘルパーや障害者ガイドヘ
ルパーなどの資格を取ったのも専門学校に入って
からです。私が高校生の時には３級ヘルパーの講
座に取り組む機会がなかったのですが、仕事の選
択肢が広がるので早いうちにそのような経験をす
るということは、とてもいいことだと思います。
福祉の仕事はお世話する相手の笑顔が魅力の仕

事です。現場では講義で習わなかったようなこと
がたくさんあります。もし、福祉の道を考えてい
るのでしたら、ぜひ現場を訪れてたくさんの人の
話を聞いてみることをお勧めします。
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このコーナーでは、次代を担う平成生まれの少年少
女のフレッシュな活動をご紹介します。�

amigo【名】友、仲間｛なかま｝�

こ
れ
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野

で
頑
張
る
中
高
生
を
ご
紹
介
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
月
は
秋
ら

し
く
、
鷹
栖
高
校
美
術
部
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

高
校
文
化
系
部
の
発
表
の
場

で
あ
る
高
等
学
校
文
化
連
盟
上

川
支
部
美
術
展
・
研
究
大
会
で

入
賞
を
目
指
し
、
毎
年
作
品
づ

く
り
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
は

３
人
が
見
事
入
賞
を
果
た
し
、

そ
れ
ぞ
れ
受
賞
の
喜
び
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

【
油
絵
部
門
・
佳
作
】「
校
舎
」

河
合
佑
一
く
ん
（
２
年
）

校
舎
を
支
え
る
ま
っ
す
ぐ
な

柱
を
力
強
く
、
強
調
し
て
描
く

た
め
に
、
は
み
だ
さ
な
い
よ
う

色
を
塗
る
の
に
苦
労
し
ま
し

た
。
今
回
の
受
賞
は
予
想
し
て

な
か
っ
た
の
で
、「
自
分
が
こ

こ
ま
で
で
き
る
ん
だ
」
と
自
信

が
つ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は

コ
ッ
プ
、
タ
ン
バ
リ
ン
な
ど
ほ

ん
の
ち
ょ
っ
と
古
め
か
し
い
も

の
を
集
め
て
、
細
か
い
と
こ
ろ

ま
で
描
写
し
て
み
ま
し
た
。
去

年
は
佳
作
を
受
賞
し
、
今
年
は

ひ
と
つ
上
の
入
選
と
な
り
、
達

成
感
が
あ
り
ま
す
。
作
品
自
体

も
、
去
年
よ
り
納
得
の
い
く
も

の
に
な
り
ま
し
た
。

【
立
体
部
門
・
入
選
】

針
金
細
工
「
私
の
中
の
花
瓶
」

中
絵
里
花
さ
ん
（
３
年
）

２
年
連
続
で
入
選
と
な
り
、

嬉
し
さ
も
倍
増
で
す
。
製
作
期

間
を
去
年
よ
り
長
く
掛
け
、
接

続
部
分
を
き
れ
い
に
見
せ
る
た

め
に
気
を
つ
か
い
ま
し
た
。

２
年
間
部
長
を
務
め
た
中
さ

ん
は
、
普
段
の
部
活
動
に
つ
い

て
「
自
分
た
ち
の
好
き
な
イ
ラ

ス
ト
な
ど
を
、
自
由
に
描
け
る

の
が
美
術
部
の
楽
し
い
と
こ

ろ
。
一
言
で
言
う
な
ら
『
自
由

み
ん
な
の
手
本
と
な
る

よ
う
な
作
品
を
目
指
し

ま
す
。

【
油
絵
部
門
・
入
選
】

「
２
０
０
３
年
の
記
憶
」

足
立
旭
一

て
る
の
ぶ

く
ん（
２
年
）

絵
の
内
容
は
、
部
室

に
あ
っ
た
ラ
ジ
カ
セ
、

奔
放
』
で
す
」
と
話
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、「
普
段
は
自
由
気

ま
ま
で
す
が
、
高
文
連
前
の
２

カ
月
だ
け
は
、
み
ん
な
『
入
賞

す
る
ぞ
』
と
集
中
し
て
作
品
作

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今

は
年
１
回
の
高
文
連
に
出
品
し

て
い
る
だ
け
な
の
で
、
今
後
は

頑
張
っ
て
年
３
枚
ぐ
ら
い
製
作

し
て
み
て
は
」
と
、
後
輩
へ
エ

ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
後
輩
た
ち

は
町
民
文
化
祭
に
作
品
を
出
品

し
よ
う
と
計
画
中
。
よ
り
良
い

作
品
づ
く
り
の
た
め
に
、
日
ご

ろ
の
イ
ラ
ス
ト
製
作
で
感
性
を

磨
い
て
い
ま
す
。

鷹
栖
高
校
で
最
も
部
員
が
多

い
美
術
部
は
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
雰
囲
気
の
な
か
、
キ
ャ
ン

バ
ス
に
夢
を
描
い
て
い
ま
す
。

河
合
佑
一
く
ん
作
「
校
舎
」

中
絵
里
花
さ
ん
作
「
私
の
中
の
花
瓶
」



　鷹栖地区公民館１階の教育委員会事務所あとが、６月からの
図書室への改装工事を終え、書架や図書の移動などを多くのボ
ランティアの協力により完了。10月１日にオープンしました。�
　この図書室の特徴は、レースのカーテン越しにやさしい日差
しがたくさん入る、明るいつくりとなっています。景色の良い
外庭に向かった読書カウンターの作成や、一部手作り本棚など
に木材をふんだんに使い、ナチュラルオイルで仕上げているため、
部屋の中はやさしい木の香りがします。�
　西側には、カーペット敷きの絵本の部屋があり、「読み聞かせ」
に最適です。隣には囲碁・将棋・工作などに使える、活動スペースがあります。�

　行事や図書ボランティア活動などの連絡事項は、コルクボードに掲
示されていますので、ぜひご覧ください。本の貸し出しは従来と同じ
で、自分で貸出台帳に記入していく方法です。�
　広く、ゆったりとした、明るい図書室です。親子で、友達同士で、
お気軽にご利用ください。�
【開館日】火曜日～日曜日　９時～17時

　　　　　ただし、公民館休館日（主に月曜日）は閉館日です。

鷹栖地区公民館図書室改装オ鷹栖地区公民館図書室改装オープン�鷹栖地区公民館図書室改装オープン�

廃食油で運行中！�
ごみ収集車�

ごみ収集車の燃料消費量と燃料費�
�

軽油消費量�

燃 料 費 �

軽油消費量�

燃 料 費 �

ＳＶＯ消費�

平成17年度

�

平成18年度

７月

452㍑

48,156円

189㍑

21,357円

265㍑

８月

450㍑

49,196円

205㍑

24,600円

365㍑�

※SVO�
廃食用油を植物性燃料
に転換した燃料�

廃食用油の収集日�
○市街地…鷹栖北・南・ハーモニー・北野東・西・シンフォニー・北斗町内＝毎週木曜日�
○市街地以外…鷹栖・北野・中央・北斗・北成＝毎週水曜日�

【
廃
食
用
油
リ
サ
イ
ク
ル
】

廃
食
用
油
を
生
活
排
水
に
流
し
た

り
、
固
め
て
捨
て
て
し
ま
う
の
は
、
環

境
負
担
に
な
る
と
同
時
に
、
大
切
な
資

源
を
捨
て
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
年
度
４
月
よ
り
、
広
報
な
ど
を
通

じ
て
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
集

め
ら
れ
た
廃
食
用
油
は
、
約
１，

０
０

０
㍑
（
８
月
末
現
在
）
で
す
。
７
月
か

ら
植
物
性
燃
料
に
転
換
し
、
ご
み
収
集

車
（
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
）
の
燃
料
と
し
て

使
用
し
て
い
ま
す
。

廃
食
用
油
を
再
利
用
す
る
で
、
次
の

よ
う
な
利
点
が
あ
り
ま
す
。

①
環
境
に
や
さ
し
い
、
循
環
型
社
会
の

実
現
に
つ
な
が
り
ま
す
。

軽
油
に
よ
る
排
気
ガ
ス
に
比
べ
、
二

酸
化
炭
素
の
排
出
量
が
削
減
さ
れ
る
ほ

か
、
黒
煙
が
少
な
い
な
ど
の
特
徴
が
あ

り
ま
す
。

②
燃
料
費
の
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が
り

ま
す
。

軽
油
の
み
使
用
時
に
比
べ
、
燃
料
費

が
半
減
し
て
い
ま
す
。

③
今
ま
で
捨
て
て
い
た
廃
食
油
を
再
利

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ご
み
の
減
量

化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ご
み
の
減
量
化
と
資
源
の
有
効
利
用

の
た
め
、
今
後
も
、
廃
食
用
油
の
収
集

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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子
ど
も
教
育
相
談�

お
問
い
合
わ
せ�

心
配
ご
と
相
談�

子
育
て
相
談�

@
８７
―

２
１
１
１�

@
８７
―

２
１
１
２�

毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
（
１３
時
〜
１５
時
）�

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
（
９
時
３０
分
〜
１６
時
）�

毎
週
火
曜
日
（
９
時
３０
分
〜
１６
時
）�

毎
週
火
曜
日
（
１３
時
〜
１７
時
）�

@
８７
―

２
１
１
２�

@
８７
―

３
２
２
２�

（
内
線
４
１
０
）�

@
８７
―

２
０
２
８�

鷹

栖

町

役

場

�

サ
ン
ホ
ー
ル
は
ぴ
ね
す�

子
育
て
セ
ン
タ
ー�

た
か
す
円
山
幼
稚
園�

鷹
栖
地
区
公
民
館�

３

階

相

談

室

�

�
�
�
�
�
�
【日時】10月14日G　午前10時～正午
【場所】鷹栖高校 理科実験室
【内容】七宝焼き
【対象】鷹栖町在住の小学生（保護者の参加も可）
【費用】100円
【申込】鷹栖高校　今井教諭まで
　　　　（†87-3020）�
　※11月の教室は、お休みになります。�

　平成19年４月から、新たに入園を希望

される方を対象に、「保育園入園説明会」

を開催します。なお、説明会に出席でき

ない方は下記までお問い合わせください。

【日時】10月28日G　午前10時～

【場所】サンホールはぴねす

【内容】入園の手続き、保育園見学

【申込書提出期限】11月８日D

【申込・お問い合わせ】�

　保健福祉課社会福祉係　†87-2112

　鷹　栖　保　育　園　†87-2267

　北　野　保　育　園　†87-2304

しっ�ぽう�

税　目�
町 民 税�
（道民税）�
固 　 定 �
資 産 税 �
軽 自 動 �
車 　 税 �
都 　 市 �
計 画 税 �

翌年
１/31

翌年
１/31

翌年
１/31

国民健康�
保 険 税 �

翌年
１/４

第１期�第２期�第３期�第４期�第５期�第６期�

７/31

７/31

７/31

７/31

７/31

10/２

10/２

10/２

８/31

11/30

11/30

11/30

10/２ 10/31 11/30
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町
で
は
、「
一
日
行
政
相
談

日
」
を
設
け
て
、
行
政
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
苦
情
・
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

年
金
や
、
福
祉
、
農
地
、
税

金
な
ど
、
困
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
行
政
相
談
員
が

お
聞
き
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
10
月
19
日
∏

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

【
場
所
】
役
場
１
階
応
接
室

【
相
談
員
】

井
下
　
守
和
さ
ん

（
南
１
条
５
丁
目
）

@
59
―
３
１
３
０

な
お
、
井
下
さ
ん
は
行
政
評

価
局
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
町
の
行

政
相
談
員
で
す
。
こ
の
日
以
外

で
も
、
随
時
、
電
話
や
手
紙
な

ど
で
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

町
税
は
、
福
祉
、
教
育
、
生

活
環
境
の
整
備
な
ど
、
私
た
ち

の
生
活
に
直
接
か
か
わ
る
、
ま

ち
づ
く
り
の
貴
重
な
財
源
と
な

る
も
の
で
す
。

町
税
の
種
類
は
、
町
民
税

（
道
民
税
）、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
都
市
計
画
税
お
よ

び
国
民
健
康
保
険
税
で
す
。

ま
た
、
そ
の
納
期
限
は
、
次

表
の
と
お
り
条
例
で
定
め
て
い

ま
す
。
納
期
限
ま
で
に
納
税
し

て
く
だ
さ
い
。

失
業
、
天
災
な
ど
の
特
別
な

事
情
に
よ
り
納
税
が
困
難
な
場

合
は
、
徴
収
猶
予
ま
た
は
減
免

の
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
税

務
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
減
免
な
ど
の
制
度
を

利
用
す
る
に
は
、
納
期
限
の
７

日
前
ま
で
に
申
請
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

上
川
支
庁
で
は
、
10
月
を
納

税
推
進
強
調
月
間
と
し
て
、
個

人
事
業
税
、
自
動
車
税
な
ど
の

未
納
者
に
対
す
る
、
預
貯
金
・

企
画
課
企
画
広
報
担
当

一
日
行
政
相
談
日

税
務
課
税
務
係
・
固
定
資
産
係

町
税
の
納
付
に
つ
い
て

上
川
支
庁
地
域
振
興
部
納
税
課

道
税
の
納
税
推
進
強
化
月
間



『町長とのまちづくり懇談会』�

　下記の内容で健康教室を開催します。�
　健康相談をご希望の方は、ご利用ください。�
�
�
�
�
�
�
【持ち物】健康手帳�
【準　備】�
●血糖測定をご希望の方は、食事をとってきて
ください。�
●運動に参加される方は、動きやすい服装でお
越しください。�

【お問い合わせ】保健福祉課保健推進係�

　町では、身近な問題や将来に向けての希望など、
皆さんの声を聞き、皆さんとともにまちづくりを
進めていくため、町長と皆さんとの対話の機会と
して「まちづくり懇談会」を開催します。
　まちづくりについて皆さんが普段感じているこ
とや意見など、町長と気軽にお話してみませんか。
●開催申込�
　地域・町内会・団体などの単位でお申し込み
ください。
●開催時期�
　10月中旬から12月上旬で日時を設定して、ご
連絡願います。日程を調整しますので、第３希
望までお知らせください。

【お問い合わせ】�
　企画課企画広報担当　@87－2111（内線235）

健康教室の健康教室のご案内案内�健康教室のご案内�『町長とのまちづくり懇談会』�

とき�
会場�
�

内容�

11月２日E 11月10日F

サンホールはぴねす 北野地区公民館
９：30～11：00
　健康相談・栄養相談・血圧測定・血糖測定
10：30～11：00
　家庭でできるやさしい運動
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給
与
・
自
動
車
等
の
財
産
差
押

え
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
納
税
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
お
早
め
に
納
税
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
日
中
に
納
税
で
き
な

い
方
の
た
め
に
、
次
の
と
お
り

夜
間
・
休
日
の
納
税
窓
口
を
開

設
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

【
日
時
】

●
夜
間
　
10
月
26
日
∫

18
時
〜
21
時
ま
で

●
休
日
　
10
月
29
日
∂

9
時
〜
17
時
ま
で

【
場
所
】
上
川
合
同
庁
舎
（
旭

川
市
永
山
6
条
19
丁
目
）
１
階

納
税
課

@
46
―
５
１
０
０

こ
れ
ま
で
遺
族
年
金
お
よ
び

障
害
年
金
の
受
給
者
の
皆
さ
ま

に
は
、
個
別
に
市
町
村
の
窓
口

で
納
付
、
あ
る
い
は
銀
行
預
金

な
ど
か
ら
口
座
振
替
の
手
続
き

を
し
て
、
介
護
保
険
料
を
納
め

て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

10
月
か
ら
、
遺
族
年
金
お
よ

旭
川
社
会
保
険
事
務
所

遺
族
年
金
・
障
害
年
金
か
ら
の

介
護
保
険
料
特
別
徴
収
に
つ
い
て

び
障
害
年
金
に
つ
い
て
も
、
介

護
保
険
料
を
天
引
き
す
る
年
金

と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
年
額
18
万
円
以
上
受
給
さ
れ

る
見
込
み
な
ど
の
要
件
を
満
た

す
方
が
対
象
で
す
。）

被
保
険
者
の
方
は
介
護
保
険

料
を
納
め
る
手
続
き
が
簡
素
化

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な

お
、
今
ま
で
ど
お
り
、
介
護
保

険
料
の
算
定
の
際
に
遺
族
年
金

お
よ
び
障
害
年
金
の
受
給
額

は
、
所
得
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

旭
川
社
会
保
険
事
務
所

（
旭
川
市
宮
下
通
２
丁
目
）

@
26
―
４
４
８
１

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
除
雪

作
業
員
を
募
集
し
ま
す
。

空
い
て
い
る
時
間
で
の
協
力

で
結
構
で
す
の
で
、
自
宅
で
除

雪
が
で
き
ず
に
困
っ
た
り
、
不

安
に
な
っ
た
り
し
て
い
る
方
の

手
助
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

鷹
栖
町
社
会
福
祉
協
議
会

@
87
―
４
４
５
１

鷹
栖
町
社
会
福
祉
協
議
会

除
雪
ヘ
ル
パ
ー
の
募
集

旭
川
労
働
基
準
監
督
署

労
働
保
険
適
用
促
進
月
間

北
海
道
最
低
賃
金
の
改
正

労
働
保
険
は
、
労
働
者
の
生

活
の
安
定
、
福
祉
の
増
進
な
ど

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
政
府

が
管
理
運
営
し
て
い
る
強
制
的

な
保
険
で
す
。

労
働
保
険
は
、
農
林
水
産
業

の
一
部
を
除
き
、
個
人
・
法
人

に
か
か
わ
ら
ず
労
働
者
を
一
人

で
も
雇
用
す
る
事
業
者
に
つ
い

て
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
日
々
雇
用
者
や
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
で
あ
っ

て
も
保
険
の
対
象
と
な
り
ま

す
。労

働
者
が
安
心
し
て
働
け
る

職
場
と
な
る
よ
う
、
ま
だ
労
働

保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
事
業

主
の
方
は
、
速
や
か
に
加
入
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
北
海
道
最
低
賃
金
の
改
正

最
低
賃
金
額
　
６
４
４
円

効
力
発
生
日
　
10
月
１
日

【
お
問
い
合
わ
せ
】

旭
川
労
働
基
準
監
督
署

@
51
―
６
１
０
１



あ
な
た
で
す�

火
の
あ
る
く
ら
し
の�

見
は
り
役�

◆
火
災
予
防
運
動
実
施
◆

（
十
月
十
五
日
〜
三
十
一
日
）

全
道
一
斉
に
秋
の
火
災

予
防
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
暖
房
器
具

の
使
用
や
気
候
状
況
に
よ

り
火
災
が
発
生
し
や
す
い

時
期
を
迎
え
る
た
め
、
防

火
意
識
を
高
め
火
災
か
ら

人
命
・
財
産
を
守
る
た
め

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
暖
房
器
具
の
安
全
対
策
】

①
使
用
前
に
必
ず
点
検

整
備
を
行
う
。（
少
し
で

も
異
常
が
あ
れ
ば
販
売
店

等
に
相
談
す
る
）

②
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗

濯
物
を
干
し
た
り
、
周
囲

に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置

か
な
い
。

③
ス
ト
ー
ブ
に
給
油
す

る
時
は
、
燃
料
の
種
類
を

間
違
え
て
い
な
い
か
確
認

し
、
消
火
し
て
か
ら
給
油

す
る
。

④
給
油
後
は
、
タ
ン
ク

の
栓
を
し
っ
か
り
と
閉
め

る
。以

上
の
こ
と
に
注
意

し
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
を

安
全
に
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。

上
川
中
部
消
防
組
合
鷹
栖
支
署

b
火
事
・
救
急
・
救
助
は

@
１
１
９

b
防
火
の
相
談
は

@
８７
―
２
０
４
２
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北
海
道
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

お
年
寄
り
の
悩
み
ご
と
・

心

配

ご

と

相

談

北
海
道
高
齢
者
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
で
は
、
悩
み
ご
と
や
心

配
ご
と
の
相
談
を
受
け
て
お
り

ま
す
が
、
年
齢
を
問
わ
ず
暮
ら

し
の
よ
ろ
ず
相
談
、
高
齢
者
の

無
料
職
業
紹
介
や
、
医
療
・
法

律
の
専
門
相
談
を
来
所
、
電
話

な
ど
で
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

特
に
専
門
相
談
に
つ
き
ま
し

て
、
遠
方
の
方
で
あ
っ
て
も
医

師
や
弁
護
士
の
専
門
家
と
電
話

で
相
談
が
で
き
ま
す
。

相
談
は
す
べ
て
無
料
で
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
開
設
日
】
月
曜
日
か
ら
金
曜

日
。
た
だ
し
、
祝
日
、
年
末
年

始
は
除
く
。

【
開
設
時
間
】
９
時
か
ら
17
時

【
相
談
電
話
】
@
０
１
１
―
２

５
１
―
２
５
２
５

【
相
談
業
務
】

●
一
般
相
談

一
般
相
談
員
が

お
受
け
い
た
し
ま
す
。

●
専
門
相
談

医
療
、
法
律
の

２
分
野
に
関
す
る
専
門
家
が
お

受
け
し
ま
す
。（
事
前
予
約
制
）

こ
の
秋
、
親
子
で
読
書
の
秋

を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
楽
し
い
こ
と
が
盛
り

だ
く
さ
ん
！
親
子
で
さ
わ
や
か

な
秋
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

せ
ん
か
。

【
日
時
】

10
月
29
日
∂

10
時
〜
15
時
30
分

【
場
所
】

北
海
道
立
青
年
の
家

（
深
川
市
音
江
町
）

【
内
容
】

し
か
け
絵
本
展
示
、
人
形
劇
、

福
尾
野
歩
さ
ん
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
、
木
工
ク
ラ
フ
ト
や
切
り
絵

な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
充
実

【
備
考
】

親
子
で
の
参
加
を
原
則
と
し

ま
す
。
託
児
も
あ
り
ま
す
の
で
、

気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

参
加
申
込
な
ど
詳
細
は
、
生

涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

鷹
栖
町
社
会
福
祉
協
議
会

赤
い
羽
根
共
同
募
金

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

ほ
っ
か
い
ど
う
絵
本
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
参
加
者
募
集

今
年
で
60
回
を
迎
え
る
赤
い

羽
根
共
同
募
金
運
動
は
、
誰
に

で
も
、
ど
こ
で
も
で
き
る
福
祉

参
加
運
動
で
す
。

寄
付
金
は
、
社
会
福
祉
の
事

業
や
活
動
に
活
用
さ
れ
、
皆
さ

ん
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
役
立
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
温
か
い
思
い
や
り

を
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

消
防
法
第
13
条
の
23
の
規
定

に
よ
る
、
危
険
物
の
取
扱
作
業

に
従
事
す
る
危
険
物
取
扱
者
の

保
安
に
関
す
る
講
習
を
、
次
に

よ
り
実
施
し
ま
す
。

【
受
付
】
受
講
希
望
日
の
10
日

前
ま
で
に
、
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
鷹
栖

支
署
に
あ
り
ま
す
。

【
種
類
】
一
般
、
給
油
取
扱
所

【
講
習
日
】
11
月
10
日
∂

【
開
催
地
】
旭
川
市

上
川
中
部
消
防
組
合
鷹
栖
支
署

危

険

物

取

扱

者

保

安

講

習

案

内



おくやみ申し上げます�
氏　　　　名 年齢

北野東�

北野西�

北　門�

松　本　ミサオ�
川　村　末　子�
稲　村　シズ子�

さん�

さん�

さん�

91歳�
84歳�
86歳�

あたたかい心ありがとうございました�
○社会福祉協議会へ�
　☆香典返しご寄付�
　　寳　田　勇　次さん�
　　松　本　博　文さん�
　　稲　村　　　誠さん�

１０／１０�
１０／２４�
１０／３１�

１１／７�

北 斗 老 人 会 �

北 成 老 人 会 �

福 寿 老 人 会 �

親 睦 老 人 会 �

松 平 老 人 会 �

�

こんにちは、よろしく�
 氏　名 両　親�

北野東�

北野東�

別所ほたる�

伊東咲恵�

　守�

英　人�

千　春�

千　誉�
ちゃん�

ちゃん�

さん�

さん�

さん�

さん�

� �

さ�え�

こんにちはYふなはしれんせ
いです。もうすぐ1さいにな
ります。たくさんおともだち
ができるといいなぁ。よろし
くおねがいします。�

こんにちはY悠斗です。ハイ
ハイすることと、兄ちゃんと
イタズラするのが大好きです。
これからもよろしくネZ

お兄ちゃんと2人のお姉ちゃ
んにもまれ、たくましく育っ
てます。今はあんよの猛特訓
中Y泣き虫な私だけど、みん
なヨロシクね£�

佐々木悠斗ちゃん�
ゆう�と�き�さ�さ�

平成17年10月6生まれ�
北野東5条2丁目�
広也・真弓さんの子�

船橋怜誠ちゃん�
せい�れん�はし�ふな�

平成17年10月26日生まれ�
13線4号�

宣裕・幸江さんの子�

金子　和ちゃん�
あい��こ�かね�

平成17年10月6日生まれ�
北野東4条2丁目�

哲也・加奈子さんの子�

障がい者い者の相談窓口相談窓口が一元化一元化されます�障がい者の相談窓口が一元化されます�
しょう� しゃ� そう�だん�まど�ぐち� いち�げん�か�

　これまで障がい者の皆様の相談は、市町村と都道府県に分散して

いましたが、障害者自立支援法の本格実施に伴い、平成18年10月

から障がい種別にかかわらず、一元化し

て市町村が相談支援を実施します。�

　相談支援の内容は、障がい者や障がい

児の保護者のさまざまな相談に応じ、必

要な情報の提供や助言を行います。また

障がい者に対する虐待の防止や早期発見

のための関係機関との連絡調整等の必要

な援助を行いますので、気軽にご相談く

ださい。�

しょう�

しえん�

そうだん�

じ�

よう�

しょう� しゃ� たい�

かんけいきかん�

えんじょ�

と� ほけんふくしかかいごふくしかかり�あ�

おこな� きがる� そうだん�

れんらくちょうせいなど� ひつよう�

ぎゃくたい� ぼうし� そうき�はっけん�

じょうほう� ていきょう� じょげん� おこな�

ほごしゃ� そうだん� おう� ひつ�

しえん� ないよう� しょう� しょう�しゃ�

じっし�

しょう� しゅべつ� いちげんか�

しちょうそん� そうだん�

しょうがいしゃじりつしえんほう� ほんかくじっし� ともな� へいせい� ねん� がつ�

しゃ� みなさま� そうだん� しちょうそん� とどうふけん� ぶんさん�

【お問い合わせ】�保健福祉課介護福祉係�

10

19

今
年
の
熱
夏
フ
ェ
ス
タ
は
い

か
が
で
し
た
か
。

実
行
委
員
会
で
は
来
年
の
祭

り
に
向
け
て
、
時
間
を
か
け
て

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
取
り
入
れ

実
現
さ
せ
る
た
め
、
例
年
よ
り

早
く
12
月
ご
ろ
か
ら
始
動
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

色
々
と
話
を
し
な
が
ら
、
ア

イ
デ
ア
を
出
し
合
う
企
画
段
階

の
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
そ
し
て
、
祭
り
で
盛
り

上
が
る
と
と
も
に
、
企
画
・
運

営
を
通
じ
て
人
の
和
・
笑
顔
の

輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
！

企
画
課
商
工
企
業
立
地
担
当

熱

夏

フ

ェ

ス

タ

実

行

委

員

の

募

集



　歯や歯肉、舌などがある口腔は「食
べる」「呼吸する」「話す」「笑う」「歯
を食いしばって力を出す」など、日常
生活の様々な場面で大切な役割を
果たしています。虫歯や歯周病、入
れ歯が合わないなどがあると、その役
割が十分果たせなくなります。 ��
＝よくかんで食べることの効果＝ �
・脳に刺激を与え、老化を防ぐ �
・歯と歯肉を健康に保つ  �
・消化吸収を助ける、満腹感が
得られる（食べすぎ予防）��

＝歯や歯肉を守る・しっかりかむ�
　ために心がけたいこと＝�
　＊毎食後の歯みがき�
　＊タバコを吸わない �
　＊甘い物をひかえる�
　＊入れ歯の活用・調整 �
　＊歯科医院で定期検診を受ける 

～福祉のまちから～�

「生涯元気」に�
暮らすためのポイント�

皆さんの『生涯元気』は�
保健福祉課がサポートします!!!

４�

創　刊／１９４９年（昭和２４年）１１月２０日�
発行日／２００６年（平成１８年）１０月５日�
発行者／鷹　栖　町　　　　　　　�
編　集／企　画　課　　　　　　　�

絵本の魅力に触れる機会をつくろうと、９月24日、「鷹栖こど
もの絵本まつり」が同実行委員会の主催で開かれました。
この日、約50組の親子連れが会場となったサンホールはぴ
ねすを訪れ、絵本の読み聞かせやパネルシアターの５つの
ポイントを回るスタンプラリーなどを楽しみました。読み手の
ユーモアを交えた語り口に、会場は親子の笑顔と笑い声で
包まれました。�

■表紙の写真…�

旭　　川　　市�
●高専ロボコン北海道地区大会�
　éとき：10月15日∂　13時から（12時開場）�
　é場所：旭川市総合体育館（花咲町5丁目4040ｰ19）�

ê出場チームのお国自慢である「ふるさとオブジ
ェ」を持ったロボットが、オブジェを床に落とさ
ずにゴールまで運ぶ速さを競います。会場内は
土足禁止となりますので、上履きを持参のうえ、
お越しください。入場無料。�

ê問い合わせ先：旭川工業高等専門学校 学生係�
　　　　　　　　（@55ｰ8124）�

東　　川　　町�
●久保田富弘写真展「中曽根康弘の1806日」�
　éとき：10月11日π～26日∫　�
　　　　　10時～１7時（最終日は15時まで）�
　é場所：東川町文化ギャラリー�
　　　　　（東川町東町1丁目19番8号）�
ê総理官邸写真室技術顧問である久保田富弘が
撮影した、中曽根 康弘元総理のさまざまな表
情と時代の流れを感じられる写真展です。�

ê問い合わせ先：東川町文化ギャラリー @82ｰ4700
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花りんご野菜直売（花かいどう）�
パレットヒルズ秋の植樹祭�

�
�

〈体育の日〉�
町長杯ソフトボール大会�

�
�

�
乳幼児健診、心配ごと相談�

�
�

�
�

子ども自然科学教室�
花りんご野菜直売（花かいどう）�

秋のクリーン作戦�
秋の火災予防運動（～31日まで）�

�
ポリオ予防接種（～21日まで）�

「認知症の早期発見と対応」講座（北野地区）
おたっしゃ料理教室（北斗地区公民館）�

�
老人大学�

一日行政相談日�
（13：00～15：30役場応接室）�

�
福祉のつどい2006（メロディーホール）�

�
花りんご野菜直売（花かいどう）�

�
たかす円山幼稚園生活発表会�
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おたっしゃ料理教室（鷹栖地区公民館）�

�
糖尿病教室�

こころの健康相談（9：30～11：00サンホー
ルはぴねす※予約制）�

�
�

�
花りんご野菜直売（花かいどう）�

�
鷹栖・北野小学校学芸会�

�
�

�
�

�
機能維持モデル事業（旧リハビリ教室）�

�
健康教室（サンホールはぴねす）�

�
〈文化の日〉�

スポチャンピック�
花りんご野菜直売（花かいどう）�

�
�
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�
乳幼児健診、心配ごと相談、老人大学�

子宮がん・乳がん抱き合わせ検診�
がんセンター健診�

�
健康教室（北野地区公民館）�
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